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《役員会 １７：００～１７：４５》 

１．会長挨拶 

２．【報告１】２０２５年度の飛沫会の活動について 

【報告２】一般社団法人飛沫会の設立、デジタル化について 

３．【議事１】総会の開催及び黒潮、名簿の発刊について 

【議事２】２０２５年度決算及び２０２６年度予算案について 

 

会員故人への黙祷 

 

《新年会 １８：００～２０：００》 

１．中国支部長挨拶 

２．役員会報告 

３．乾杯（近畿支部長及び主将） 

４．顧問交代挨拶 

５．みなさまから一言 

６．現役からの報告及び決意表明 

７．部歌斉唱 

８．中締め（東海支部長） 

 

 

 

氵 



 ２０２６年 飛沫会役員会 報告・議事  

 
【報告１】飛沫会の活動について 

① 昨年 3 月、スプリングレガッタが牛窓で開催され、飛沫会の多数の若手が運営に参加し

てくれました。その際、19 代マスベー（橋本俊明）氏より 60 万円の寄付をいただき、

運営従事者への交通費及び宿泊費やレースへの参加者記念品代等を賄うことで、運営従

事者の経費負担、ヨット部の運営経費節減、大会の魅力向上を図ることができました。 

② 昨年 4 月に４７０の新艇を飛沫会が購入しました。役員が交代した 2017(平成 29)年以

降、４７０は 4 艇目で、スナイプ 2 艇を合わせて 6 艇目となりました。来年、2027(令

和 9)年はスナイプの新艇を購入予定です。 

③ 新艇購入後、新艇を岡山大学に寄贈し、感謝状贈呈式を開催していただきました。 

以下は、岡山大学のホームページからの抜粋です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 昨年 10 月 4，5 日に、広島観音マリーナで中国インカレが行われ、４７０とスナイプの

両クラスとも広島大学に次いで 2位となり、全日本インカレ出場を逃しました。今年は

新 4年生 2人がマネージャーのため、新 3年生 18 人、新 2年生 12 人と新入生のフレッ

シュなメンバーで、全日本インカレの切符を掴む戦いに挑みます。 

 

【報告２】一般社団法人飛沫会の設立、デジタル化について 

社会的信用度の向上とともに、外部団体からの高額寄付を誘引することを目的として、昨

年 6月 30 日に一般社団法人飛沫会を設立しました。 

また、「会員の支払いや各種手続き等の省力化、経費節減、迅速な情報展開」を目的として、

デジタル化を推進しています。会員の主要な情報伝達ツールをホームページ及びメールとし、



今年から、年会費の支払い方法として、ネット決済を追加しました。 

＜ホームページのアドレス：https://ouycs.com/＞ 

 以下に、一般社団法人飛沫会について説明します（ホームページにも掲載しています）。 

 

【一般社団法人飛沫会について】 

（１）任意団体飛沫会と一般社団法人飛沫会について 

・任意団体飛沫会は存続し、既存の会則に則って活動します。 

・任意団体飛沫会は、これまでどおり年会費の徴収、総会や新年会等の会合を行い、会員相互の親睦を深め、

現役と交流し、現役支援を行うという目的は変わりありません。 

・一般社団法人飛沫会は、任意団体飛沫会の管理・運営組織として機能します。任意団体飛沫会の会費や会合

等による収益は一般社団法人飛沫会が寄付として受け取り、任意団体飛沫会以外からの寄付等の資産運用

益と併せて、現役支援や資産活用等に関する事業を行います。 

・以下に任意団体飛沫会、一般社団法人飛沫会、岡山大学ヨット部、外部団体・個人のイメージを示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）飛沫会 19 代橋本俊明様からの米国債及び合同会社ＨＳコーポレーション様からのクルーザーの寄

付について 

・飛沫会 19 代橋本俊明様から、米国債のご寄付をいただきました。寄付評価額は、R7.8.25 時点で 46,070,740

円、受取利息は約 1,700,000 円/年の予定です。 

・また、橋本様が関係する合同会社ＨＳコーポレーション様から、クルーザー（スノーバード）のご寄付もいただきま

した。会員相互の親睦を深めるために、是非ご利用ください。 

（３）一般社団法人飛沫会が非営利型であること及び課税について 

・一般社団法人飛沫会は、以下の点より、非営利型の一般社団法人となります。 

    ・定款第 40 条に、余剰金の分配を行うことができないことを明記している。 

    ・定款第 43 条に、清算（解散）する場合、残余財産は一定の公益的な法人又は国若しくは地方公共団体に

贈与することを明記している 

    ・理事とその理事の親族等である理事の合計数が、理事の総数の 3 分の 1 以下である。 

・そのため法人税法上の課税対象である収益事業（34 種）を行わなければ、所得に対する税は不要です。 

・また、寄付収受の場合も税は不要です。 

交流 

岡山大学ヨット部（現役） 

収益を寄付 

管理・運営・支援 

任意団体飛沫会 

・会合等で現役と交流 

・レース運営や指導等による現役応援 

・会費等会員の出資による現役支援 

・会合等で会員相互の親睦を深める 

・会費や会合等の収益は社団に寄付 

・飛沫会の管理・運営は社団が実施 

一般社団法人飛沫会 

・意見交換等で現役と交流 

・新艇等経済的な現役支援 

・外部からの寄付等受付・管理・運用 

・会員の親睦を深めるための支援 

・飛沫会の寄付や運用益を基に現役 

支援及び飛沫会の管理・運営・支援 

外部団体・個人 

応援・支援 

交流 

経済的支援 

交流・交渉 寄付等受付 



【議事１】総会の開催及び黒潮、名簿の発刊について 

 会員相互の親睦を深めると共に、岡山大学ヨット部との交流を図り、その活動を支援する

ため、5 月 30,31 日に、牛窓ヨットハーバーにおいて、以下のとおり総会を開催するととも

に、黒潮と名簿を発刊したいと思います。 

 なお、総会の収益金は来年(令和 9 年)のスナイプ新艇購入費に使用する予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

総会へ参加される方 

六高、岡大 1～47 代 ＜内訳＞ 

大会参加費     10,000 円 

現役支援金     10,000 円 

研修棟宿泊     3,000 円 

ホテル宿泊     7,700 円 

宿泊なし ２０，０００円 

研修棟泊 ２３，０００円 

ホテル泊 ２７，７００円 

岡大 48 代～57 代 ＜内訳＞ 

大会参加費      5,000 円 

現役支援金      10,000 円 

研修棟宿泊     3,000 円 

ホテル宿泊     7,700 円 

宿泊なし １５，０００円 

研修棟泊 １８，０００円 

ホテル泊 ２２，７００円 

岡大 57 代～ 
＜内訳＞ 

大会参加費      3,000 円 

現役支援金     10,000 円 

研修棟宿泊     3,000 円 

ホテル宿泊     7,700 円 

宿泊なし １３，０００円 

研修棟泊 １６，０００円 

ホテル泊 ２０，７００円 

総会を欠席される方 

１０，０００円 現役支援金    10,000 円 



【議事２】２０２５年度決算及び２０２６年度予算案について 

以下に示す案により、飛沫会の会計を進めたいと思います。 

 参考までに、一般社団法人飛沫会の正味財産増減決算書（案）も添付します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

飛沫会　2025年度決算及び2026年度予算案

2026年1月24日　飛沫会会計　　　　（円）

2025年度決算案 2026年度

予算 決算 予算案

終身会員 197,500 207,500 21名 207,500 21名

飛沫会員（自動引落し、振込み） 1,200,000 1,000,000
自動引落43名
他振込み・WEB決済 1,200,000 目標120名

収 寄付 0 0 0

入 総会等事業収益 0 0 1,000,000 2026総会収益

の 利息 0 0 0

部 前年度繰越金 1,258,607 1,258,607 206,107

収入合計　① 2,656,107 2,466,107 2,613,607

旅費補助 50,000 50,000 役員会 250,000 総会､役員会

【 大会応援艇借上げ補助 - - -

飛 本部事務費 150,000 150,000
自動引落し手数料、郵

送料、サーバー料等 150,000

沫 各支部親睦事務費 80,000 0 80,000

会 法人化経費 300,000 290,000 0

支 】 法人寄付 1,870,000 1,770,000 1,930,000

出

の 小計　② 2,450,000 2,260,000 2,410,000

部 【 練習環境整備補助 - - -

現 全日出場遠征費補助 - - -

役 新入生確保対策 - - -

支 救助艇積立金 - - -

援 新艇積立金 - - -

】

小計　③ 0 0 0

支出合計　④＝②＋③ 2,450,000 2,260,000 2,410,000

206,107 206,107 203,607

科目 備考 備考

残　高（次年度繰越金）　①－④



 

 

  
（単位：円）

予 算 額 前年度予算額 増   減 決 算 額 前年度決算額 増   減

Ⅰ 一般正味財産増減の部

1  経常増減の部

(1) 経常収益

特定資産運用益 800,000 0 800,000 990,000 0 990,000

特定資産受取利息 800,000 0 800,000 990,000 0 990,000

受取会費 40,000 0 40,000 40,000 0 40,000

受取会費 40,000 0 40,000 40,000 0 40,000

事業収益 0 0 0 0 0 0

その他事業収益 0 0 0 0 0 0

受取寄付金 1,870,000 0 1,870,000 1,770,000 0 1,770,000

受取寄付金 1,870,000 0 1,870,000 1,770,000 0 1,770,000 飛沫会より

雑収益 0 0 0 0 0 0

受取利息 0 0 0 0 0 0

雑収益 0 0 0 0 0 0

経常収益 計 2,710,000 0 2,710,000 2,800,000 0 2,800,000

(2) 経常費用

事業費 1,900,000 0 1,900,000 1,410,000 0 1,410,000

大会応援事業費 100,000 0 100,000 0 0 0 全日出場なし

練習環境整備補助事業費 100,000 0 100,000 100,000 0 100,000

全日本大会出場遠征補助事業費 100,000 0 100,000 0 0 0 全日出場なし

新入生確保対策補助事業費 200,000 0 200,000 200,000 0 200,000

スプリングレガッタ運営補助事業費 400,000 0 400,000 400,000 0 400,000

クルーザー管理事業費 700,000 0 700,000 410,000 0 410,000 船底清掃費

救助艇購入・整備費積立事業費 300,000 0 300,000 300,000 0 300,000

新艇購入費積立事業費 0 0 0 0 0

管理費 200,000 0 200,000 50,000 0 50,000

人件費 0 0 0 0 0 0

賃借料 0 0 0 0 0 0

租税公課 0 0 0 0 0 0

会議費 0 0 0 0 0 0

委託費 0 0 0 0 0 0

諸会費 0 0 0 0 0 0

その他 200,000 0 200,000 50,000 0 50,000

経常費用 計 2,100,000 0 2,100,000 1,460,000 0 1,460,000

評価損益等調整前当期経常増減額 610,000 0 610,000 1,340,000 0 1,340,000

特定資産評価損益等 0 0 0 0 0 0

評価損益等計 0 0 0 0 0 0

当期経常増減額 610,000 0 610,000 1,340,000 0 1,340,000

2 経常外増減の部

(1) 経常外収益

経常外収益 計 0 0 0 0 0 0

(2) 経常外費用

当期経常外増減額 0 0 0 0 0 0

税引前当期一般正味財産増減額 610,000 0 610,000 1,340,000 0 1,340,000

法人税、住民税及び事業税 -71,000 0 -71,000 -71,000 0 -71,000

当期一般正味財産増減額 539,000 0 539,000 1,269,000 0 1,269,000

一般正味財産期首残高 3,300,000 0 3,300,000 3,300,000 0 3,300,000 救助艇積立330万円

一般正味財産期末残高 3,839,000 0 3,839,000 4,569,000 0 4,569,000

経常外費用 計 0 0 0 0 0 0

II 指定正味財産増減の部

当期指定正味財産増減額 0 0 0 0 0 0

指定正味財産期首残高 0 0 0 0 0 0

指定正味財産期末残高 0 0 0 0 0 0

III 正味財産期末残高 3,839,000 0 3,839,000 4,569,000 0 4,569,000

一般社団法人飛沫会 ２０２５年度収支 予算・決算（案）

（２０２５年度正味財産増減予算・決算（案））

（２０２５年１０月１日から２０２６年３月３１日まで）

科 目
予 算 決 算（案）

備考



 

  
（単位：円）

予 算 額 前年度予算額 増   減

Ⅰ 一般正味財産増減の部

1  経常増減の部

(1) 経常収益

特定資産運用益 1,800,000 800,000 1,000,000

特定資産受取利息 1,800,000 800,000 1,000,000

受取会費 40,000 40,000 0

受取会費 40,000 40,000 0

事業収益 0 0 0

その他事業収益 0 0 0

受取寄付金 1,930,000 1,000,000 930,000

受取寄付金 1,930,000 1,000,000 930,000 飛沫会より

雑収益 0 0 0

受取利息 0 0 0

雑収益 0 0 0

経常収益 計 3,770,000 1,840,000 1,930,000

(2) 経常費用

事業費 4,200,000 1,900,000 2,300,000

大会応援事業費 100,000 100,000 0

練習環境整備補助事業費 100,000 100,000 0

全日本大会出場遠征補助事業費 100,000 100,000 0

新入生確保対策補助事業費 200,000 200,000 0

スプリングレガッタ運営補助事業費 400,000 400,000 0

クルーザー管理事業費 900,000 700,000 200,000 バース料、清掃料

救助艇購入・整備費積立事業費 300,000 300,000 0

新艇購入費積立事業費 2,100,000 0 2,100,000

管理費 100,000 200,000 -100,000

人件費 0 0 0

賃借料 0 0 0

租税公課 0 0 0

会議費 0 0 0

委託費 0 0 0

諸会費 0 0 0

その他 100,000 200,000 -100,000

経常費用 計 4,300,000 2,100,000 2,200,000

評価損益等調整前当期経常増減額 -530,000 -260,000 -270,000

特定資産評価損益等 0 0 0

評価損益等計 0 0 0

当期経常増減額 -530,000 -260,000 -270,000

2 経常外増減の部

(1) 経常外収益

経常外収益 計 0 0 0

(2) 経常外費用

当期経常外増減額 0 0 0

税引前当期一般正味財産増減額 -530,000 -260,000 -270,000

法人税、住民税及び事業税 -71,000 -71,000 0

当期一般正味財産増減額 -601,000 -331,000 -270,000

一般正味財産期首残高 4,569,000 3,700,000 869,000

一般正味財産期末残高 3,968,000 3,369,000 599,000

経常外費用 計 0 0 0

II 指定正味財産増減の部

当期指定正味財産増減額 0 0 0

指定正味財産期首残高 0 0 0

指定正味財産期末残高 0 0 0

III 正味財産期末残高 3,968,000 3,369,000 599,000 救助艇積立390万円

一般社団法人飛沫会 ２０２６年度収支 予算（案）

（２０２６年度正味財産増減予算（案））

（２０２６年４月１日から２０２７年３月３１日まで）

科 目
予 算（案）

備考



 

 

 

昨年、令和 7年の新年会以降に、飛沫会事務局へ訃報に関する連絡があった方です。 

謹んでお知らせいたします。 

 

7 代オケーチョ（森永正弘）様   令和 6年 12 月 30 日ご逝去 

 

 

  


